
  



安全上のご注意

据付、運転、保守・点検の前に、必ずこの取扱説明書をよく読んで、正しくご使用ください。機器の知識、
安全の情報、注意事項のすべてについて熟読してからご使用ください。

この取扱説明書では、安全注意事項のランクを「危険」「警告」および「注意」として区分しています。
いずれも安全に関する重要な内容です。必ず守ってください。

この表示の欄の内容を無視して誤った取扱いをすると ､ 人が死亡または重傷を負う
危険 ､または火災の危険が切迫して生じることが想定される内容を示しています。

必ずお守りください

取扱いを誤った場合に、重傷を負う危険な状態が生じることが想定される場合を
示しています。

取扱いを誤った場合に、軽傷を負う、または物的損害のみが発生する危険な状態が
生じることが想定される場合を示しています。但し、状況によっては、重大な結果
に結びつく可能性があります。必ず守ってください。

お守りいただく内容の種類を以下の絵表示で区分し説明しています（一例）

このような絵表示は、気をつけていただきたい「注意喚起」内容です。

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

このような絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

警 告

注 意

危 険



全 般 窯全般に関する安全上の注意です。

異常を感じたら、すぐに灯油
タンクの元栓を閉める。

灯油漏れ音等異常を感じた場合は、すぐにガス
の元栓を閉め、焼成を中止してください。

本製品は灯油専用です。灯油以外の燃料を使用
すると、思わぬ事故や故障の危険がありますの
で、絶対に使用しないでください。

水のかかる場所 ､ 湿気の多
い場所に設置しない。

事故や故障を避けるため、雨水のかからない乾
燥した場所に設置してください。

警 告

危 険

灯油以外を使用しない。

本製品は灯油を使用するため、お子様が誤って
触られると、思わぬ事故を招く恐れがあります。
また、安全な使用方法を知らない人が誤って操
作することも危険です。

子供や使用方法を知らない
人に触らせない。

自分で分解・修理・改造を
行なわない。

発火したり異常動作してケガをすることがあ
ります。

扉の取扱いに注意 !!

扉の開閉時には指つめ等事故にご注意ください。

また、扉によりかかる等過剰な負担をかけると

窯が転倒する等思わぬ事故につながる恐れがあ

ります。

レンガ、断熱材が著しく損傷している場合は、安
全性および性能に影響します。販売店にご相談く
ださい。

レンガ、断熱材の損傷を放
置しない。

高温注意 !!

本製品は運転により炉内および表面が高温に
なります。火傷やケガにご注意ください。

灯油漏れ注意！

灯油が漏れると、爆発、火災などの危険があり
ます。特に、灯油の気化ガスは爆発を引き起こ
す危険があります。

灯油タンクは製品から離す。

万一の灯油漏れに備え、灯油タンクは製品（窯
本体）からなるべく離して設置してください。



据 付 窯の据付に関する安全上の注意です。

本製品は陶芸製品の焼成のために設計、製造さ
れています。本製品を他の用途に用いないでく
ださい。思わぬ事故や故障の原因となります。

他用途の禁止！

製品の転倒や故障の原因になる恐れがありま
す。製品の取扱いにはご注意ください。

製品の上に乗ったり、無理
に移動させたりしない。

防火のため、床や壁にはコンクリート等の不
燃材もしくは準不燃材を配置してください。
また、室内に設置する場合には、天井にも、
不燃材、準不燃材を使用するか、耐熱ボード、
スレートなどで保護してください。

床、壁には不燃材を使用する。

危 険

注 意

可燃物を近づけない。

窯の周囲１.5m 以内には、燃えやすいものを近
づけないでください。火災や事故の原因になり
ます。

水平で堅固な場所に設置する。

製品は、水平で堅固な場所に設置してください。
傾きやがたつきがあると、製品の転倒やそれによ
る事故などの原因になります。

可燃物を近づけない。

窯の周囲１m以内には、カーテン、スプレー
缶等の燃えやすいものを近づけないでくだ
さい。火災の恐れがあります。

十分広さのある場所に設置
する。

窯の上部や側部に物が接触、隣接していると、
着火、火傷、その他事故の恐れがあります。

風通しが良く、換気できる
場所に設置する。

吸気用として窓を数cm開けて、
排気用として換気扇をつけてくだ
さい。

子供の手の届かない場所に
設置する。

本製品は、取扱いを誤ると火災や事故等、重大な
事故を招く恐れがありますので、管理は厳重にお
願いします。

水平に設置する。

製品、灯油タンクが傾いていると、灯油が送風
機側に逆流して灯油が漏れたり、バーナー内に
灯油が溜まりすぎたりして、火災の危険があり
ます。

灯油タンクは不安定な場所
に置かない。燃料ホースは
通行スペースに配置しない。

ホースにつまづいたりしてバーナーが転倒する
恐れがあります。



注 意

急熱・急冷を避ける。

急激に温度を上げたり、下げたりすると、作品
のひび割れなどの恐れがあります。温度管理は
適切に行ってください。

焼成中は、炎、圧力の管理を
十分に！

焼成中、炎が消えたり、意図せずに酸化（還元）状
態になる可能性があります。また、炉内の圧力が下
がると、温度が上昇しなくなることもあります。
取扱説明書をよく読んで、炎や圧力を適切に管理を
してください。

焼 成 焼成に関わる安全上の注意です。

高温、触れない。 換気を行なう。

酸素が不足すると不完全燃焼し、一酸
化炭素中毒になる危険があります。熱
排気も兼ねて、必ず換気を行なってく
ださい。

焼成により、炉内および窯表面、煙突部が高温に
なり、触れると火傷やケガなどの危険があります。
特に、お子様は近づけないようにご注意ください。

顔を近づけない。
直視しない。

各所に設けられた穴からは、熱気や炎が出て危
険です。火傷やケガの危険がありますので、顔
や手を近づけないでください。また、直視を避
けてください。色見の際には、取扱説明書の要
領を守ってください。

焼成中は窯から離れない。

灯油窯は失火や温度の過上昇等の危険がありま
すので、焼成中は窯からは離れず、焼成状況を
監視してください。

危 険

常温以外で扉を開けない。

炉内が常温になるまで、扉を開けないでくださ
い。火傷やケガの恐れがあります。また、炉内
が常温になっても、作品はまだ熱い場合があり
ますので、十分ご注意ください。

警 告

濡れ手で操作しない。

濡れた手でブレーカーの操作やコンセントの
抜き差しをすると、感電する恐れがあります。

窯から出る熱により、誤作動する恐れがあります。

設置場所の床強度に注意。

本製品は重いので、床材が破損し、窯が倒れたり
する恐れがあります。

火災報知器やスプリンク
ラーの真下に設置しない。

警 告

気化ガスに注意 !!

焼成中に火が消えた場合、炉内に灯油の気化ガスが
充満しているため、再点火時には爆発の恐れがあり
危険です。
必ず炉内の気化ガスを排出してから行ってください。



ー5ー



ー6ー



ー7ー



ー8ー



ー9ー



ー10ー



ー11ー



ー12ー



ー13ー



ー14ー

６の「点火手順」を参照して下さい。
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お電話・問合せフォームでのお問い合せはこちら

https://www.nidec.com/jp/nidec-drivetechnology/corporate/network/sales/

https://www.nidec.com/jp/nidec-drivetechnology/inquiry/

日本電産シンポ株式会社は 2023年4月1日に「ニデックドライブテクノロジー株式会社」に社名変更しました

Copyright NIDEC DRIVE TECHNOLOGY CORPORATION. All Rights Reserved.

国内外営業拠点情報

各種 WEB ページご案内


